
参
考
書
誌
研
究
・
第
＝
号
（
一
九
七
五
・
六
）

本
草
家
阿
部
照
照
と
そ
の
著
作

中
田
吉
・
信
，

は
じ
め
に

旧
任
の
伝
記
資
料

旧
任
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究

旧
任
の
著
作
’

旧
任
の
後
窩
晶
二
人
の
三
三

は
、
じ
－
め
に
・

・
江
戸
時
代
中
期
の
本
草
家
は
下
学
的
に
二
つ
に
分
け
惹
て
乏
が
で

き
る
。
一
ぽ
稲
生
若
水
’
松
岡
恕
庵
　
　
小
野
蘭
書
志
受
継
が
れ

た
も
の
で
、
・
主
と
し
て
、
文
献
上
の
知
識
の
集
積
に
よ
っ
て
、
「
日
本

本
草
学
の
体
系
化
を
は
か
ろ
ケ
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
文
献
派
」

と
名
付
け
る
こ
と
も
で
き
よ
ケ
し
、
い
ず
れ
も
京
都
に
居
を
構
え
て

い
た
か
ら
、
気
尽
都
学
派
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
よ
う
。
蘭
山
の
弟

子
に
は
、
飯
沼
慾
斎
、
山
本
世
濡
、
岩
崎
常
正
等
が
お
り
、
∴
尾
張
本

草
学
の
水
谷
助
六
（
豊
文
）
も
蘭
山
に
学
ん
で
お
ゆ
、
助
六
の
弟
子
に

伊
藤
圭
介
、
そ
の
弟
子
に
田
中
芳
男
と
続
く
か
ら
、
幽
こ
の
派
は
日
本
．
、

本
草
学
な
い
し
は
博
物
学
の
本
流
と
い
う
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。
回
れ

に
対
し
、
隔
実
地
派
」
と
も
名
付
け
る
べ
き
別
め
派
が
あ
っ
た
コ
阿

蔀
照
任
（
将
翁
）
御
祖
と
す
る
も
の
で
、
一
そ
の
弟
子
に
田
村
蘭
水
計
，
松

井
重
康
、
植
村
左
平
次
が
あ
り
、
誘
水
ρ
弟
子
に
、
曾
葉
（
占
春
）
、

田
村
西
湖
へ
栗
本
丹
洲
、
平
賀
源
内
等
が
い
た
。
こ
の
派
の
人
々
の

多
《
は
ハ
各
地
を
め
ぐ
っ
て
採
薬
に
従
事
し
、
，
現
物
と
文
献
の
髭
載

を
比
較
検
討
す
惹
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
。
江
戸
に
住
み
、
．
弟
子
も

江
戸
の
人
が
多
か
っ
た
か
ら
、
噛
「
江
戸
学
派
」
と
い
っ
て
も
よ
い
で

．
あ
ろ
う
。
こ
の
派
は
、
、
当
時
め
日
本
本
草
学
界
で
鳳
タ
本
流
と
は
い
，

え
な
か
っ
た
が
、
こ
の
人
達
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
近
代
科
学
的
た
博

物
学
の
芽
が
育
て
ら
れ
た
と
見
る
人
庵
い
る
。
そ
の
祖
と
も
塾
5
べ
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き
阿
部
照
任
す
な
わ
ち
玄
翁
に
つ
い
て
は
、
経
歴
も
著
作
も
、
ま
だ

不
明
な
点
が
多
い
。
本
稿
で
は
、
彼
の
伝
記
資
料
と
、
彼
に
つ
い
て

の
従
来
の
研
究
、
彼
の
著
作
に
つ
い
・
て
解
説
し
、
さ
ら
に
彼
の
後
首

に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
照
任
の
伝
記
資
料
幽

，
、
洞
部
属
任
（
て
る
と
〉
つ
）
の
伝
記
資
料
と
し
て
、
従
来
あ
げ
ら
れ
て
き
た
の
、

は
、
次
の
二
つ
で
あ
る
。
、

　
㈲
　
東
条
琴
三
編
『
先
哲
叢
談
続
編
』
辱
二
四
。
阿
部
照
照
の
項
。

　
こ
れ
は
堀
田
璋
左
右
・
川
上
多
助
共
編
の
『
日
本
偉
人
言
行
資
料
』

九
（
国
史
研
究
会
　
大
正
五
年
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
照
任
の
’

伝
記
と
し
て
は
最
も
精
し
い
。
琴
台
（
三
三
緬
～
〉
の
三
十
歳
頃
の
作
と

い
う
か
灸
樫
の
整
（
一
七
五
三
）
か
ら
七
＋
農
業
た
っ
て
書
か
庭
李

の
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
　
浅
田
宗
伯
（
栗
茸
）
『
皇
国
名
医
伝
』
中
巻
。
阿
部
心
任
の
項
。
，

口
当
館
に
は
、
曹
三
三
四
年
（
一
八
五
一
）
序
刊
本
（
松
本
高
美
山
甚
左
衛
門

等
　
三
冊
　
請
求
記
号
心
O
O
』
。
。
i
♪
。
。
H
り
犀
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

，
謎
来
の
照
任
の
伝
記
は
∵
『
大
日
本
人
名
辞
書
と
を
は
じ
め
隅
ほ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

ん
ど
が
こ
の
二
つ
の
資
料
と
、
後
述
の
「
薬
草
御
用
書
上
」
に
拠
っ

て
書
か
れ
て
い
た
が
、
当
館
の
白
井
文
庫
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
⑥
　
菅
敬
愛
編
『
阿
部
筆
写
事
蹟
資
料
缶
（
特
↓
」
二
〇
九
四
）

・
こ
の
書
に
は
、
明
治
四
十
二
年
十
一
月
餅
の
編
者
の
「
誌
」
が
あ

り
、
「
阿
部
将
翁
事
蹟
取
調
顛
末
書
」
の
項
に
は
、
「
明
治
三
十
八
年

以
来
、
旧
記
及
口
碑
に
徴
し
、
、
取
調
を
な
七
た
る
に
云
々
」
と
あ
る

か
ら
、
・
今
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
の
調
査
で
あ
る
コ
内
容
的
に
は
、
」
享

．
保
年
間
の
丹
羽
三
三
Y
阿
部
照
三
等
の
幕
命
に
よ
る
南
部
地
方
の
採

薬
事
業
を
記
し
た
も
の
で
、
、
旧
任
の
伝
記
資
料
と
し
て
は
、
そ
れ
ほ

ど
参
考
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
「
顛
末
書
」
「
の
項
に
は
、
示
唆
を
受

け
た
点
が
多
趣
巻
末
に
「
本
書
ハ
明
治
三
士
二
年
二
月
南
部
伯
爵

家
蔵
本
ヲ
借
り
テ
之
ヲ
写
ス
　
白
巨
水
」
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
照
任
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
、
．

　
訳
者
に
ρ
い
て
は
、
彼
と
同
郷
と
い
う
上
関
光
三
氏
が
次
の
よ
う
ド

な
論
文
を
書
い
て
い
る
。

（d）（e）（f）（g）

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、

も
詳
し
く
、

当
館
に
は
な
い
。
東
大
の
史
料
編
纂
所
に
は
そ
ろ
っ
て
い
る
。

本
草
家
阿
部
友
之
進
と
そ
の
著
書
　
（
「
本
草
」
第
四
号
　
昭

和
七
年
十
三
　
五
一
レ
五
三
頁
）

’
江
戸
の
薬
園
と
演
出
友
之
進
　
（
「
本
草
」
第
十
六
号
　
昭
和

八
年
十
一
月
　
六
ニ
レ
六
三
頁
）

「
採
薬
畑
島
」
を
読
む
　
（
「
本
草
」
第
十
八
号
　
昭
和
九
年

一
月
r
八
山
八
一
八
七
頁
）

本
草
家
阿
部
将
翁
の
事
蹟
と
墓
所
の
こ
と
な
ど
ピ
（
「
掃
苔
」

第
五
巻
第
七
号
　
二
二
七
i
二
三
〇
頁
レ
、

　
　
　
　
　
②
の
「
掃
苔
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
最

　
　
再
任
の
年
譜
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
雑
誌
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
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こ
の
論
文
の
節
録
が
「
中
外
医
事
新
報
」
一
二
三
三
号
（
昭
和
十
一

年
七
月
一
，
一
十
八
日
）
圏
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
上
関
恥
は
、
こ
の
ほ

か
、
「
本
草
家
阿
部
友
之
進
に
立
て
」
ど
い
5
5
論
文
を
「
新
岩
手
人
ト

の
昭
和
十
年
六
、
七
、
八
月
号
に
連
載
し
た
之
い
う
が
、
寓
目
の
機

会
を
得
な
い
。
．

　
沢
弍
氏
が
次
の
論
文
を
書
い
て
い
る
。

　
ω
r
日
動
医
蹟
考
　
9
・
⇔
　
（
「
口
幕
医
事
新
報
」
五
一
〇
・
匠

一
一
号
　
昭
和
七
年
五
月
二
、
一
日
・
免
二
八
日
）

　
照
任
の
人
参
園
の
あ
っ
た
場
所
に
つ
い
て
考
察
し
、
9
あ
わ
せ
て
照
，

任
の
子
孫
に
う
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　
次
に
日
本
本
草
学
な
い
し
は
博
勅
学
の
研
究
書
の
5
ち
、
照
任
に

つ
い
て
記
し
て
い
る
も
の
を
あ
げ
よ
う
。

　
ω
　
上
田
三
平
『
日
本
薬
園
史
の
研
究
』
　
（
昭
和
五
年
刊
）

「
、
江
戸
時
代
の
薬
園
戯
つ
い
て
の
精
密
な
研
究
で
、
図
版
、
地
思
も

豊
富
で
あ
る
。
二
二
頁
か
ら
三
頁
に
か
け
照
任
の
こ
と
を
記
し
、
三

四
屓
か
ら
七
頁
ま
で
所
請
「
薬
草
御
用
書
上
」
を
内
閣
文
庫
蔵
本
か

ら
抄
録
し
て
い
る
。
、
・

　
①
　
白
井
光
太
郎
『
本
草
学
論
放
』
第
一
冊
（
春
陽
堂
　
昭
和
八

　
　
　
年
刊
）

　
白
井
氏
の
論
文
集
ゆ
　
「
支
那
及
日
本
本
草
学
の
沿
革
及
本
草
家
の

伝
記
」
（
五
二
～
五
三
頁
）
之
、
「
長
寿
の
本
草
学
者
に
就
き
て
」
（
¢
琵
）
で
、
重
任

に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
ド

　
　
㈹
白
井
光
太
郎
三
日
本
博
物
学
年
表
』
（
大
岡
山
書
店

　
　
　
　
昭
和
九
年
刊
）

　
　
初
版
は
明
治
二
四
年
、
増
訂
版
は
同
四
一
年
、
改
訂
増
補
板
は
昭

　
和
七
年
の
白
井
氏
の
袈
後
、
そ
の
朱
筆
補
入
を
も
之
に
一
矢
野
宗
幹

　
氏
が
編
さ
ん
し
た
』
戦
後
、
石
橋
栄
達
氏
が
h
科
学
史
研
究
」
　
一
二

　
号
（
一
九
四
九
）
・
一
七
号
（
か
沸
）
に
訂
正
を
発
表
し
＼
た
。

　
　
①
　
湯
浅
明
『
日
本
植
物
学
史
』
（
研
究
社
　
昭
和
二
三
年
刊
）
「

　
　
第
七
章
の
「
植
物
学
史
を
飾
る
植
物
学
者
」
（
㌍
即
）
で
照
任
の
伝
記
’

を
記
b
て
お
り
、
第
六
章
の
年
表
（
九
三
～
』
入
七
頁
）
も
参
考
に
な
る
。

　
⑳
　
日
本
学
士
院
編
『
明
治
前
日
本
生
物
学
史
』
第
一
巻
・
第
二

　
　
　
層
巻
（
日
本
学
術
振
興
会
　
昭
和
三
五
一
三
八
年
刊
）
　
　
　
　
「

　
第
一
巻
は
動
物
学
で
、
執
筆
は
上
野
益
三
氏
。
轡
七
一
頁
か
ら
三
　
九

頁
に
か
け
、
・
照
任
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
ほ
か
、
参
考
に
た
る
点
が
　
　
一

非
常
に
多
い
。
第
二
巻
は
植
物
学
で
、
執
筆
は
湯
浅
明
六
等
。
二
二
、
、

六
頁
か
ち
八
頁
に
か
け
、
照
任
の
年
譜
が
記
さ
れ
、
第
八
章
の
関
係

図
書
の
リ
ス
ト
も
有
用
で
あ
る
。

　
－
⑪
　
上
婿
益
三
『
日
本
博
物
学
史
』
印
・
（
平
凡
社
，
昭
和
四
八
年
刊
）

♂
本
書
の
半
ば
以
上
を
詰
め
る
繍
三
白
本
博
物
学
年
表
」
は
精
密

で
、
非
常
に
参
考
に
な
る
。
索
引
も
完
備
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か

’
ら
参
照
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
。
文
猷
目
録
も
充
実
し
て
お
り
、
，
墳
墓
録

も
貴
重
で
あ
る
。

　
尾
藤
正
英
氏
の
次
の
論
文
は
、
本
草
学
の
学
漫
的
方
法
の
海
り
方

、
と
、
そ
の
社
会
的
意
義
と
に
分
析
の
中
心
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
稲



生
若
水
、
松
岡
恕
庵
、
田
村
藍
水
、
平
賀
源
内
等
と
乏
も
に
、
阿
部

三
三
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
・

’
◎
　
江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
本
草
学
レ
近
代
科
学
の
生
成
と

　
　
　
関
連
す
る
面
よ
り
一
（
「
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科

　
　
　
紀
要
」
第
，
一
一
集
　
歴
史
学
研
究
報
告
第
五
集
　
歴
史
と
文

　
　
　
化
H
　
昭
和
三
二
年
四
月
　
二
三
－
八
六
頁
）

照
任
の
著
作

　
阿
部
旧
任
ば
南
部
盛
岡
の
人
と
い
わ
れ
、
通
称
は
友
之
進
、
将
翁

と
号
し
た
。
ま
た
の
名
を
輝
任
と
も
い
い
」
字
を
伯
山
い
伯
東
・
藤

高
と
い
っ
た
と
い
う
。
，
宝
暦
三
年
（
禍
難
）
正
月
二
十
六
日
あ
る
い
は
二

噛
十
八
日
、
神
田
三
河
町
の
自
宅
で
残
し
、
下
谷
三
輪
の
梅
林
寺
に
葬

ら
れ
た
。
た
だ
彼
の
生
年
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
『
先
哲
叢
談
続
編
』

三
四
の
彼
の
伝
記
に
は
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
生
れ
で
、
，
享
年
百
四
歳
引

回
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
疑
問
視
す
る
人
も
少
く
な
い
（
－
）
。
ま
た

彼
は
か
つ
て
中
国
に
漂
着
し
、
「
彼
の
地
で
本
草
を
学
ん
だ
と
い
う

が
馬
こ
の
点
も
確
か
で
な
い
（
2
）
。
比
較
的
は
っ
き
り
し
て
い
る
の

は
、
享
保
六
年
（
き
、
幕
府
が
本
草
に
通
じ
た
者
を
募
集
㊤
た
襟

に
、
　
こ
れ
に
応
じ
て
か
ら
の
三
十
余
年
間
で
（
3
）
、
　
こ
の
間
に
つ
い

て
ば
馬
彼
の
所
謂
「
薬
草
御
用
書
上
」
か
ら
あ
る
程
度
う
か
が
う
こ

・
と
が
で
き
る
。
彼
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
上
関
氏
の
論
文
や

上
野
氏
の
年
表
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
彼
の
著
作
に
つ
い

て
の
み
記
す
こ
と
に
す
る
つ

　
留
任
の
著
作
は
相
当
数
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
ほ
と
ん
ど
散
逸
し
．

ぞ
、
残
っ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
上
三
光
三
二
は
、
残
さ
れ
允
の
．
，

．
は
「
薬
草
御
用
書
上
」
と
『
採
薬
使
記
』
の
ご
つ
の
み
と
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
う
で
も
な
い
ら
し
い
。
そ
の
反
面
（
照
影
の
書
と
さ
れ
て

い
惹
が
、
・
実
は
彼
の
唇
孫
阿
部
常
任
（
櫟
斎
）
の
著
書
で
あ
る
庵
の
も

あ
る
。
こ
う
い
つ
た
点
を
ふ
ま
え
、
当
館
蔵
書
の
う
ち
か
ら
彼
の
著

作
を
拾
っ
て
み
よ
う
。
，

　
．
⑲
　
御
薬
草
御
用
相
三
三
回
申
上
弓
書
付
写
．
阿
部
友
之
進
　
写

　
　
　
本
　
大
　
一
六
丁
　
（
特
七
1
1
六
九
）

　
伊
藤
文
庫
本
。
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
正
月
二
十
二
日
～
着
任
が
死
の
数

日
前
に
書
き
上
げ
て
、
上
進
し
た
も
の
で
、
彼
が
幕
命
を
蒙
っ
た
享
・
一
、

保
六
年
（
一
七
一
＝
）
以
来
の
三
十
余
年
間
の
採
薬
活
動
を
知
る
上
で
の
有
力
　
δ

な
資
料
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
に
も
同
じ
写
本
が
あ
り
、
上
関
光
三
氏
　
　
［

が
校
訂
し
て
、
　
「
薬
草
御
用
書
上
」
と
題
し
て
、
『
南
部
叢
書
』
，
第

十
冊
（
盛
岡
，
．
昭
和
四
年
刊
）
応
収
録
し
た
。
本
稿
で
も
こ
の
「
薬

草
御
用
書
上
」
を
通
称
ど
し
て
用
い
る
。
上
田
三
平
氏
も
、
　
『
日
本

・
薬
園
史
の
研
究
』
の
三
四
頁
か
ら
七
頁
に
か
け
、
同
じ
く
内
閣
文
庫

本
か
ら
、
，
薬
草
に
関
す
る
項
だ
け
を
抜
重
し
て
、
掲
載
し
．
て
い
る
。

、
当
館
蔵
本
に
は
、
巻
末
に
、
小
菅
又
三
郎
が
、
文
化
十
年
（
一
八
』
四
）
十
二

月
付
で
、
、
前
原
八
十
郎
・
江
見
新
五
郎
に
宛
て
た
「
再
養
子
奉
願
候

覚
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
ω
　
御
注
進
書
　
上
多
良
書
　
　
阿
部
友
之
進
　
写
本
．
中
　
四

　
　
　
　
一
丁
’
（
三
一
－
二
三
一
五
）



’
白
井
文
庫
本
b
　
「
御
注
進
書
」
は
、
享
保
十
一
年
（
｝
七
二
六
）
七
月
三

日
、
照
任
が
町
奉
行
に
差
出
し
た
も
の
で
、
二
通
か
ら
成
る
。
採
薬

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ン

の
奨
励
と
、
薬
草
’
特
忙
甘
露
、
入
参
、
「
黄
苓
等
　
　
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
β
「
上
言
郵
書
」
は
、
◎
と
同
じ
く
、
「
薬
草
御
用
書

上
」
で
あ
る
。

　
Q
り
　
阿
部
将
翁
御
注
進
書
　
同
御
薬
草
御
用
勤
書
割
　
．
．
阿
部
友

　
　
　
之
進
．
写
本
　
中
　
二
五
丁
　
（
三
一
i
一
九
五
〇
）

，
白
井
文
庫
本
。
ω
と
内
容
は
同
じ
く
、
　
「
御
注
進
書
」
二
通
と
、

「
薬
草
御
用
書
上
」
か
ら
成
る
。
罫
紙
に
記
さ
れ
て
・
い
る
。

　
⑧
　
人
参
言
上
書
　
　
阿
部
友
之
進
　
　
写
本
　
特
大
　
一
六
丁

　
　
（
特
一
－
三
三
〇
四
）

「
白
井
文
庫
本
。
斜
光
書
記
（
三
田
藻
光
）
と
久
世
子
爵
蔵
書
章
の
印
’

が
あ
る
。
寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）
二
月
、
幕
府
の
下
問
に
答
え
て
上
進
し
た

も
の
で
あ
る
。
人
参
の
内
外
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
、
彩
色
の
人
参

図
五
種
が
画
か
れ
て
い
る
。
巻
末
に
「
明
治
三
十
七
年
三
月
廿
六
日

文
淵
堂
二
野
之
　
白
礫
水
」
　
「
大
正
十
三
年
九
月
武
田
信
賢
氏
蔵
本

ヲ
以
テ
誤
字
脱
漏
ヲ
訂
正
ズ
，
白
蜜
水
上
識
」
と
あ
る
。
朱
字
に
よ

る
訂
正
は
白
井
氏
の
手
で
あ
ろ
う
。

　
①
・
七
種
辮
　
・
阿
部
照
隠
，
　
写
本
　
中
‘
三
五
丁

　
　
　
．
．
（
特
一
一
扇
＝
九
三
）
　
　
’
二
・

　
伯
井
文
庫
本
。
，
「
田
口
明
良
蔵
」
の
印
が
あ
る
。
寛
延
元
年
（
一
．
七
四
八
）

の
自
序
が
あ
り
、
，
「
将
翁
阿
部
照
射
撰
　
乞
橋
本
氏
」
と
塁
砦
れ
て

い
る
。
内
容
ば
、
正
月
七
日
の
七
草
弗
に
用
い
る
水
薪
、
藩
》
鼠
麹
’

草
、
藥
縷
、
黄
瓜
菜
、
二
丁
、
莱
藤
に
つ
い
て
の
考
察
で
、
美
し
い
彩

画
が
あ
る
。
本
文
は
三
一
丁
で
、
巻
末
の
四
丁
は
、
．
原
稿
用
紙
に
白

井
氏
が
次
の
「
な
N
く
さ
の
考
」
の
末
に
あ
「
る
補
考
の
部
を
写
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
末
に
、
　
「
大
正
十
三
年
四
月
呉
秀
三
氏
ヨ
リ
七
・

種
考
ヲ
引
写
シ
十
八
日
三
三
之
」
と
あ
る
。
東
洋
文
庫
の
岩
崎
文
庫

に
も
こ
の
写
本
が
あ
る
。
、
彩
画
も
美
し
い
②

　
＠
　
な
X
く
さ
の
考
　
・
阿
部
納
戸
述
・
（
大
田
南
畝
編
『
一
二
十

　
　
　
輻
』
に
収
録
）
、
，
　
　
　
、
　
　
、
．
　
．
　
．
・
　
．
　
！

　
①
の
『
七
種
辮
』
ど
同
じ
く
、
七
草
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
㊨
で

あ
る
が
、
⑤
・
の
前
文
と
、
主
治
の
項
目
が
略
さ
れ
噛
記
述
の
内
容
も

多
少
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
巻
末
に
マ
右
一
帖
「
三
枝
守
寿
　
　
【

君
よ
り
当
て
写
し
畢
　
安
永
二
年
已
正
月
初
九
日
」
と
記
さ
れ
て
い
　
回

る
。
．
当
館
に
は
、
こ
の
『
三
十
輻
』
の
写
本
が
二
部
あ
り
，
（
一
二
三
　
　
一

ゴ
i
二
ご
．
一
・
辰
レ
四
四
）
、
・
大
正
六
年
に
「
国
書
刊
行
会
叢
書
」
と
し
、

て
刊
行
さ
れ
た
も
の
竜
あ
る
。

　
㊥
　
白
岩
笹
緑
　
噛
癖
　
阿
加
算
　
　
’
阿
部
友
之
進
　
　
写
本

　
　
　
、
中
、
、
・
＝
二
丁
　
（
特
一
一
一
八
一
四
）

　
白
井
文
庫
本
。
巻
末
に
「
享
保
十
三
戊
申
年
八
丹
．
阿
部
友
之
進

　
小
笠
原
石
見
守
様
」
と
あ
る
か
ち
、
．
一
七
二
八
年
に
照
任
が
上
進

し
た
も
の
の
写
し
で
あ
ろ
う
。
白
子
回
忌
が
六
丁
、
毛
蘂
誘
）
が

五
丁
、
阿
加
養
（
あ
か
だ
）
が
二
丁
、
．
朱
字
に
瓜
る
訂
正
が
散
見
さ
れ
る
。
，

、
㈹
　
採
薬
使
記
　
三
巻
．
「
阿
部
照
任
適
松
井
重
既
述
　
後
藤
光
・

　
　
　
寧
編
　
室
暦
八
年
序
　
写
本
／



　
本
書
は
厳
密
な
意
味
で
の
照
任
の
著
述
で
は
な
い
。
照
任
と
重
康

が
、
幕
命
を
受
け
て
、
採
薬
使
と
し
て
全
国
各
地
．
を
め
ぐ
り
、
発
見

し
た
動
植
物
に
つ
い
て
口
述
し
た
こ
と
を
、
高
大
醇
が
筆
録
し
ふ
「

七
五
八
年
に
後
藤
光
寧
が
編
さ
ん
し
た
も
の
．
で
あ
る
。
三
十
五
国
、

．
百
七
品
に
わ
た
り
、
陸
奥
国
の
も
の
が
四
十
種
で
最
も
多
い
。
当
館

に
ば
写
本
の
み
で
三
部
も
あ
る
。
第
一
（
二
三
五
一
二
四
五
∀
は
、

，
文
政
六
年
（
一
入
二
三
）
十
二
月
二
十
八
日
の
写
本
で
、
五
六
丁
、
　
「
読
杜
草

堂
」
（
寺
田
三
三
）
の
印
が
あ
る
。
第
二
は
、
白
井
文
庫
本
（
特
一
、
一

四
六
四
）
で
、
七
〇
丁
、
編
者
の
序
を
欠
き
、
青
山
求
母
堂
、
松
本
’

・
幸
彦
・
森
立
之
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
朱
筆
は
甲
戌
（
一
入
七
四
年
か
）
森
立
之
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
は
伊
藤
文
庫
本
（
特
七
一
一
「
二
八
）
で
、

元
治
元
年
（
山
飯
）
丹
羽
修
治
が
尾
州
生
済
堂
大
河
内
氏
（
存
真
）
　
　
伊

．
．
藤
圭
介
の
実
兄
1
の
書
を
借
り
て
手
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

　
『
採
薬
使
記
』
の
内
容
は
、
前
述
の
上
関
光
三
氏
の
「
採
薬
年
記
を

読
む
」
に
詳
し
い
。

　
旧
任
の
著
書
で
、
当
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
以
上
の
よ
う

で
あ
る
が
、
東
大
附
属
図
書
館
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
o
弓
　
将
三
軒
三
三
集
　
　
阿
部
照
任
　
　
写
本
　
小
　
二
三
丁

　
別
書
名
は
「
奇
草
集
」
。
東
大
に
あ
る
写
本
は
、
田
中
芳
男
男
爵

の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
内
容
は
、
松
菜
、
伊
波
奈
之
、
鍼
草
、
胡
鬼
子

等
の
珍
奇
な
草
の
解
説
で
、
図
も
あ
る
。
巻
末
に
「
右
祖
翁
之
奇
草

集
先
考
春
痛
言
任
幼
年
之
手
沢
也
　
喜
多
秘
語
」
と
あ
り
、
さ
ら
に

　
「
本
書
ハ
曾
テ
博
物
館
へ
献
ス
ル
所
ノ
写
本
小
冊
子
ナ
リ
今
之
ヲ
借

り
得
テ
写
ス
　
明
治
廿
一
年
二
重
中
旬
　
田
芳
」
・
と
あ
り
、
田
中
芳

男
の
手
写
で
あ
ろ
う
。
岩
波
書
店
の
『
国
書
総
目
録
』
に
は
、
　
「
奇
．

三
二
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
　
「
国
書
解
題
に
よ
る
」
と
の
、

み
記
さ
れ
、
所
蔵
館
を
明
示
し
て
い
な
い
（
4
）
。

　
こ
の
ほ
か
、
『
国
書
総
目
録
』
に
は
、
阿
部
将
翁
あ
る
い
は
照
任

．
の
著
と
し
て
、
『
帝
王
』
・
『
阿
部
将
翁
建
白
稿
』
を
あ
げ
て
い
る
が
、
．

こ
の
清
書
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
照
任
の
著
作
で
は
な
く
、
曾
孫

．
の
喜
任
（
櫟
斎
）
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
『
先
哲
叢
談
続
編
』
墨
譜
の
照
任
の
伝
に
は
、
『
本
草
綱
目

類
考
』
百
十
巻
・
『
本
草
徴
義
』
十
五
巻
・
『
採
薬
筆
記
』
十
巻
・
『
将

三
軒
随
筆
』
・
『
同
一
筆
』
，
各
二
巻
・
・
『
真
偽
眠
薬
考
』
廿
巻
・
『
三
百
．
【

種
考
』
・
『
薬
性
要
覧
』
・
，
『
薬
性
表
面
記
』
各
三
巻
・
『
人
参
耕
作
記
』
　
三

・
『
七
十
二
候
辮
』
・
『
人
参
辮
正
』
・
『
大
雅
之
論
』
・
『
硫
黄
盃
事
』
・

『
柳
岡
雑
記
』
・
『
精
神
考
』
各
一
．
巻
の
名
を
あ
げ
、
そ
の
他
、
雑
著
・

三
三
・
未
定
稿
数
十
巻
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

現
存
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
’

．
午
下
の
後
蕎
「
二
人
の
将
翁

　
連
雀
の
曾
孫
に
阿
部
喜
任
（
よ
し
と
う
）
と
い
う
人
物
が
い
る
。
、
号
を
櫟
斎

と
い
い
、
字
を
亨
、
通
称
を
友
之
進
、
巴
寂
園
と
も
号
し
た
。
文
化
二

年
（
＠
∬
）
に
生
れ
明
治
三
年
中
レ
㎝
）
十
月
一
，
一
十
日
に
残
し
て
い
る
。
と
の

旧
任
を
照
任
の
孫
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
曾
孫
と
す
る
の
が
正
し
い

よ
う
で
あ
る
（
5
）
。
こ
の
喜
任
も
本
草
家
で
、
馳
曾
禦
、
岩
崎
常
正
等



＼

に
学
び
、
本
石
町
一
丁
目
に
住
ん
で
い
た
（
6
）
。
著
作
も
多
く
、
し

か
も
そ
の
著
作
の
多
く
は
、
曾
祖
父
五
部
の
場
合
と
異
な
り
、
刊
行

さ
れ
て
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
館
に
も
、
　
『
聯
珠
詩
格
名

物
図
考
』
二
巻
（
7
）
・
『
格
物
孟
冬
』
巻
之
一
．
草
部
（
8
）
・
『
救
薦
挙
要
』

（
別
名
『
豊
年
町
種
』
）
一
二
巻
（
9
）
・
『
草
木
育
種
後
編
』
二
巻
（
1
0
“
等

が
あ
る
。
ま
た
『
蝦
夷
行
程
記
』
二
巻
（
1
1
）
・
『
燃
英
語
箋
階
梯
為
之
部
も
（
1
2
）

と
い
う
著
書
も
あ
る
。
明
治
時
代
の
博
物
学
者
男
爵
田
中
芳
男

（一

繹
齪
Z
）
は
、
・
昆
虫
を
針
で
刺
し
て
標
本
と
す
る
方
法
を
こ
の
喜
任

に
教
わ
っ
た
と
い
い
、
ま
た
虫
取
御
用
巡
回
に
際
し
、
洋
才
の
子
の

旧
任
を
助
手
と
し
て
同
行
し
た
と
い
う
（
『
明
治
前
日
本
生
物
学
史
第
】
巻
五
三
二
頁
』
）
ゆ

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
喜
任
と
照
任
が
よ
く
間
違
え
ら
れ
、
溌
乱
を
生

じ
た
。
例
え
憾
、
『
明
治
前
日
本
生
物
学
史
』
第
二
巻
で
、
、
鳥
影
の

著
で
あ
る
『
曲
豆
年
教
種
』
を
照
任
の
著
作
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
調
首

回
）
。
上
野
益
三
氏
は
、
照
任
と
喜
任
の
通
称
が
同
じ
「
友
之
進
」
で

あ
る
た
め
、
混
雑
す
る
こ
と
が
あ
る
（
『
日
本
博
物
学
史
』
五
九
二
頁
）
、
　
と
さ
れ
て
い
る

が
、
阿
部
家
は
代
々
「
友
之
進
」
を
通
称
と
し
た
よ
ヶ
で
、
通
称
が
、

同
じ
だ
か
ち
混
雑
し
た
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
　
「
櫟
斎
」
・
と
号
し

た
喜
任
が
、
．
晩
年
に
「
将
翁
」
‘
と
号
し
た
こ
と
に
混
乱
の
原
凶
が
あ

っ
た
と
思
う
。
天
保
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
前
掲
の
本
草
関
係
の
著
作

に
は
、
「
櫟
斎
」
の
号
が
用
い
ら
れ
、
「
巴
寂
論
蔵
」
と
記
ざ
れ
て
い
・

る
が
、
晩
年
の
作
『
磯
英
語
箋
階
梯
鳥
之
部
』
の
序
に
ば
、
「
将
翁
阿
部

喜
任
誌
」
と
記
さ
れ
、
・
封
面
に
も
「
将
銀
雪
蔵
」
と
あ
る
。
・
ま
允
、

文
久
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
、
㌧
幕
府
は
軍
艦
朝
陽
を
小
笠
原
諸
島
に

派
遣
し
た
。
こ
れ
に
加
わ
っ
た
喜
任
が
記
し
た
記
録
『
豆
興
行
記
』
（
⑬
）

に
は
、
御
軍
艦
方
伴
鉄
太
郎
以
下
Q
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
、
寒
湿

雇
医
師
阿
部
将
翁
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
阿
部
家
の
当
主
阿

部
士
郎
氏
宅
に
残
さ
れ
て
い
る
喜
任
の
孫
の
げ
≡
氏
の
手
に
な
る
尿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ

系
図
に
も
、
，
’
「
喜
任
、
櫟
斎
后
将
古
型
又
二
進
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
喜

任
す
な
わ
ち
櫟
斎
が
、
晩
年
に
「
受
療
」
と
号
し
た
こ
と
は
疑
な
い
。

つ
ま
り
、
阿
部
将
翁
は
二
人
お
り
、
こ
れ
が
混
乱
の
原
因
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
『
国
書
総
目
録
』
の
禽
譜
基
ん
の
項
（
攣
欝
）
に
は
、
著
者
を
「
阿

部
将
翁
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
．
「
将
翁
」
は
、
照
任
で
は
な
く
、

喜
任
の
こ
と
で
あ
ろ
う
つ
何
故
な
ら
ば
．
・
東
洋
文
庫
の
岩
崎
文
庫
本
　
一

の
写
本
（
1
4
）
を
見
る
と
、
’
百
十
二
の
「
ヤ
ー
ル
ホ
ー
ゲ
ル
」
等
の
項
　
三

・
に
、
「
天
明
八
年
来
朝
ノ
甲
必
丹
云
々
」
と
あ
り
、
天
明
八
年
遅
卜
此
）
は
照
「
一
，

任
の
残
年
還
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
よ
り
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
・
こ
れ
を
照

任
の
著
作
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
百
四
十
二
の
「
ク
シ
ャ

ク
」
の
項
に
は
、
．
「
孔
雀
　
ピ
」
コ
ッ
ク
英
」
と
あ
る
か
ぢ
、
英
語
の

で
き
た
喜
任
の
作
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
写
本
に
は
、
「
文
政
十
、
一

，
戊
子
年
嵩
八
月
書
写
喜
□
」
と
あ
り
、
浅
学
の
私
は
こ
の
□
の
字

の
判
定
が
で
き
か
ね
る
が
、
「
惨
事
」
ど
読
ん
で
も
い
い
と
思
う
。
．

　、

w
国
書
総
目
録
』
の
「
阿
部
将
翁
建
白
稿
」
（
1
5
）
㊨
項
（
墜
藤
∀
で
は
、

著
者
を
「
阿
部
戸
締
（
将
翁
）
」
と
し
て
い
る
。
「
自
筆
の
写
本
が
市
立
函

館
図
書
餌
に
あ
る
よ
う
‘
で
、
「
文
久
二
一
三
の
間
の
薬
草
・
果
樹
に
署

す
る
意
見
書
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
年
代
か
ら
考
え
て
、
照
・

、



ド
～

“
黛
．
‘

　
㌦
任
分
営
伶
で
ば
な
く
、
喜
任
の
も
の
で
あ
ろ
ケ
。
恐
ら
く
、
こ
の
自
筆

　
・
・
写
本
に
「
将
翁
」
の
署
名
が
あ
る
の
で
畠
志
雄
す
癒
わ
ち
照
任
」
と
単

　
純
に
解
し
、
著
者
を
「
阿
部
照
任
（
将
翁
）
」
と
し
旋
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
当
館
に
は
Y
阿
部
友
之
進
の
著
で
『
挿
訳
英
吉
利
文
典
初
編
』
・
と

　
　
い
う
書
が
二
部
あ
る
。
一
は
亀
田
文
庫
本
（
○
◎
α
α
一
台
ド
刈
H
◎
D
）
で
、
他
は
，

　
隠
上
野
の
古
書
（
わ
八
三
五
－
一
）
で
あ
る
。
慶
応
三
年
（
三
飯
）
の
刊

　
丁
本
で
、
封
面
に
は
「
阿
部
氏
蔵
板
」
、
版
心
に
は
「
即
詰
書
軒
」
と
あ

　
，
る
。
三
四
丁
、
・
左
綴
じ
、
序
文
は
左
か
ら
右
へ
の
縦
書
き
で
、
本
文

　
ほ
横
書
き
で
あ
る
。
．
雪
げ
Φ
国
♂
臼
①
昌
S
q
O
象
①
o
げ
陣
・
。
旨
ω
・
追
口
σ
q
蕾
げ

　
○
冨
三
日
Φ
『
国
臨
港
望
洋
δ
昌
．
簿
肖
巴
。
］
。
。
①
①
、
、
と
い
7
5
英
文
タ
・

　
　
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
て
い
る
。
豊
田
実
氏
の
『
旧
本
英
学
史
の
研
究
』

　
　
（
千
城
書
房
　
昭
和
三
八
年
刊
）
に
よ
る
と
、
初
編
ば
か
り
で
な
《
、
，

　
　
三
編
、
三
編
と
計
三
冊
出
た
ら
し
い
（
同
書
一
六
九
　
七
一
頁
）
。
，
荒
木
伊
兵
衛
氏
の

　
『
日
本
英
語
学
書
志
』
（
昭
和
六
年
序
刊
）
に
は
、
　
「
開
成
網
版
英
文

　　

T
の
第
五
版
を
和
訳
し
奄
の
」
嘉
さ
れ
て
い
る
（
同
童
『
一
九
二
頁
）
コ
上
野

！

　
　
益
三
氏
は
、
こ
の
書
も
櫟
賊
す
な
わ
ち
、
喜
任
の
著
書
と
し
て
い
る

　
が
、
単
に
「
友
之
進
」
と
あ
る
だ
け
で
、
そ
う
断
定
す
る
の
は
危
険

　
　
で
あ
る
。
　
「
友
之
進
」
は
阿
部
家
代
代
の
通
称
で
あ
グ
、
も
し
喜
任

　
　
の
書
で
あ
る
な
ら
ば
、
　
「
将
翁
」
あ
る
い
は
「
喜
任
」
の
署
名
が
入

　
　
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
喜
任
の
子
に
為
任
（
た
め
と
ら
ノ
）
と
い
う
人
が
い
た
。
前
述
の
ご
と
く
、
田

　
　
中
芳
男
が
虫
取
御
用
巡
回
に
際
し
、
こ
の
人
を
助
手
ど
し
て
同
行
し

　
　
た
と
い
う
し
、
父
と
同
じ
く
、
．
博
物
学
界
で
活
躍
し
て
い
る
。
　
『
植

物
学
訳
解
』
（
1
6
）
と
い
う
書
を
翻
訳
し
、
父
喜
任
の
口
述
を
庵
と
に

『
醐
擁
駆
虫
法
方
』
（
1
7
＞
を
毘
版
る
、
『
農
業
図
解
』
（
1
8
）
を
編
輯
し
て
い

る
。
ま
た
明
治
十
年
に
文
部
省
で
編
さ
ん
し
た
『
博
物
図
教
授
法
』
・

に
も
参
画
し
て
い
る
ら
し
い
（
1
9
）
。
’
前
掲
の
『
挿
訳
英
吉
利
文
典
』
の

著
者
「
阿
部
友
之
進
」
は
、
あ
る
い
は
、
若
い
頃
の
こ
の
為
任
で
あ

る
か
も
知
れ
な
い
（
0
2
）
。

　
（
1
）
　
白
井
光
太
郎
氏
は
、
『
本
草
学
論
客
』
第
↓
冊
で
は
斗
享
年

八
十
余
、
多
く
て
も
九
十
歳
と
し
て
い
る
（
同
書
五
三
頁
お
よ
び
二
三
卜

○
頁
）
。
白
井
氏
に
よ
る
と
、
百
四
歳
説
は
、
・
曾
占
春
の
作
っ
た
三
三

阿
部
先
生
碑
銘
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
文
政
年
間
に
書
か
れ
た
も

・
の
、
照
任
の
死
後
七
十
年
の
も
の
で
、
あ
ま
り
信
用
で
き
な
い
。
照
任
・

賞
身
が
記
レ
た
『
御
本
草
御
用
引
書
覚
』
（
す
な
わ
ち
「
薬
草
御
用
童
月

計
」
）
に
「
享
保
十
七
年
西
国
四
国
飢
鐘
の
節
…
…
私
共
六
十
余
齢
罷
歯

序
得
共
：
…
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
生
す
癒
わ
ち
〕
七
三
」
、
一
年
に
仮
に
七

十
歳
と
し
℃
も
宝
暦
三
年
に
は
九
十
歳
で
あ
る
。
こ
れ
が
白
井
底
の
主
．

張
で
あ
る
。
白
井
氏
の
『
轍
棚
日
添
博
物
学
年
表
』
に
は
h
年
八
十
八
L
乏

明
記
さ
れ
て
い
る
が
（
同
書
二
二
七
頁
）
、
こ
の
根
拠
は
明
か
で
な
い
。

　
一
大
槻
如
電
の
『
新
撰
洋
学
年
表
』
（
昭
和
二
年
刊
）
に
は
「
阿
部
頑
愚

八
八
　
正
月
廿
八
日
　
江
戸
三
輪
梅
林
寺
」
（
五
六
頁
）
と
あ
る
。

　
湯
浅
三
三
は
、
慶
安
三
年
生
れ
、
宝
暦
三
年
残
で
、
・
八
十
四
歳
（
一

・
説
で
は
百
四
歳
）
と
し
て
い
る
が
（
『
明
治
前
緒
本
生
物
学
史
』
第
二

巻
二
二
六
頁
）
、
八
十
四
歳
で
は
、
・
年
が
合
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
照
任
の
曾
孫
阿
部
喜
任
の
著
『
爆
撃
磨
臼
．
（
別
名
豊
年
教
種
）
』
の
，

［菌一



例
言
に
、
　
「
翼
翼
翁
面
翁
先
生
享
保
十
七
年
西
港
重
質
の
時
、
－
・
…
行

年
八
十
六
歳
に
て
あ
ヴ
け
れ
ど
も
・
：
…
」
ど
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

将
陣
す
な
わ
ち
照
任
の
享
年
は
百
七
歳
、
生
れ
た
の
は
正
保
四
年
（
一

六
四
七
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
石
橋
栄
達
氏
は
こ
の
説
を
と
っ
て
い
，

る
（
「
科
学
史
研
究
」
第
ご
一
号
三
五
頁
・
同
病
・
一
七
号
三
五
－
三
六
頁
）
。

　
上
野
益
三
氏
は
、
白
井
氏
と
同
じ
く
、
　
『
御
薬
草
御
用
罫
書
』
す
な

あ
ち
「
薬
草
御
用
書
上
」
の
「
享
保
十
七
年
六
十
余
齢
」
を
最
も
信
蛮

性
が
あ
る
と
し
、
八
十
余
毒
説
を
と
っ
て
い
寄
。
そ
の
傍
証
と
し
て
、

　
『
採
薬
使
記
』
め
凡
例
に
「
両
翁
、
（
照
任
と
松
井
重
康
）
薄
額
宝
暦
中

迄
二
壮
健
二
存
在
シ
テ
何
レ
モ
八
十
有
余
ヲ
ダ
モ
テ
リ
」
と
あ
る
の
を

あ
げ
て
い
る
（
『
日
本
博
物
学
史
』
三
六
九
頁
）
。

　
た
だ
問
題
は
「
薬
草
御
用
書
上
」
の
記
事
で
あ
る
。
当
館
所
蔵
肯
天
文
・

庫
本
の
「
上
言
勤
書
」
と
「
御
薬
草
御
用
勤
書
覚
」
（
す
な
わ
ち
⑨
と
0
の
）
に
．

は
、
白
井
氏
の
い
う
と
お
り
、
コ
早
保
十
七
年
西
国
四
国
飢
鰹
の
節
…
三

私
共
六
十
余
齢
強
磁
候
得
共
…
…
し
と
な
っ
て
い
る
が
、
伊
藤
文
庫
本
の

　
『
御
薬
草
御
用
相
勤
傑
趣
申
上
肉
書
付
写
』
（
す
な
わ
ち
㈲
）
に
は
、

「
六
十
余
齢
」
で
は
な
く
て
へ
「
七
十
余
齢
」
乏
な
っ
て
い
る
。
内
閣
文

庫
本
も
同
…
様
ら
し
く
、
『
南
部
叢
書
』
第
十
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
薬

草
御
用
書
上
」
に
も
「
七
十
余
齢
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
正
し
い
と
．

す
る
と
、
照
任
の
享
年
憶
九
十
余
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
（
2
）
　
『
先
哲
叢
談
続
編
』
巻
四
に
よ
れ
ば
、
照
任
は
、
延
宝
中
、

大
阪
へ
向
う
途
中
に
遭
難
し
、
毛
馬
港
に
漂
着
し
、
広
東
か
ら
杭
州
に
’

移
さ
れ
、
杭
州
で
医
術
、
本
草
を
学
ん
だ
、
と
い
う
が
、
　
『
皇
国
名
医

．
伝
』
中
巻
に
よ
れ
ば
、
江
戸
へ
向
う
途
中
、
に
遭
難
し
《
福
建
に
十
八
年

岡
止
ま
り
、
こ
こ
で
本
草
を
学
ん
充
、
乏
い
う
。
．
目
的
地
、
漂
流
全

等
、
受
書
の
記
述
内
容
に
相
違
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
照
任
の
中
個
」

行
き
そ
の
も
の
に
も
疑
を
抱
く
人
が
少
く
な
い
。
菅
敬
愛
氏
は
「
当
時
．

ノ
法
度
二
依
レ
バ
海
外
ヨ
リ
帰
還
セ
シ
区
制
必
ズ
長
崎
奉
行
二
十
テ
其

ノ
顛
末
ヲ
糺
問
シ
各
［
諸
侯
二
照
会
シ
テ
処
置
ヲ
ナ
シ
タ
渉
モ
ノ
ナ
ル
ニ

モ
拘
ラ
ズ
将
翁
二
就
テ
ハ
此
等
ノ
始
末
弘
記
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
見
ズ
・
是
レ

予
が
寡
聞
ノ
致
ス
所
ナ
ラ
ン
カ
」
と
記
し
て
い
る
ゆ
中
国
漂
流
の
こ
と
は
・

彼
宮
身
の
記
録
に
は
見
当
ち
ず
、
「
御
注
進
書
」
に
は
、
「
乍
恐
私
儀
若

年
よ
り
医
学
仕
、
且
又
諸
本
号
数
十
部
多
年
相
考
其
上
に
而
、
’
相
知
不

申
候
物
は
襲
爵
よ
り
肥
前
長
崎
に
手
寄
の
者
誤
長
、
此
世
話
を
以
、
異

国
よ
り
薬
本
を
取
寄
拝
見
仕
候
物
五
十
五
六
種
御
座
候
」
と
記
さ
れ
で
．

い
る
ゆ
上
野
田
も
、
こ
の
記
事
に
重
き
を
お
き
、
中
国
渡
航
の
事
実
を

・
疑
っ
て
い
る
（
『
目
本
博
物
学
史
』
囁
五
五
頁
）
ゆ

　
’
（
3
）
　
「
御
注
進
書
」
に
よ
る
と
、
照
任
は
元
禄
末
年
か
ら
建
白
σ

希
望
を
抱
い
て
い
た
が
、
・
目
代
の
役
人
に
と
り
上
げ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

こ
と
を
恐
れ
て
、
’
時
節
を
待
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
（
4
Y
『
将
翁
軒
奇
草
集
』
が
東
大
附
属
図
書
館
に
あ
る
ご
と
は
、

尾
藤
正
英
氏
の
論
文
に
よ
、
っ
イ
知
っ
た
。
東
大
に
は
故
佃
中
芳
男
男
爵

．
の
蔵
書
が
入
ウ
て
か
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
（
5
U
　
『
先
哲
叢
談
続
編
』
巻
町
の
彼
の
伝
記
の
末
に
は
、
「
晩
写
影

を
畜
ふ
。
是
任
を
生
む
。
是
任
、
謬
論
を
生
む
。
是
任
早
く
残
す
。
是

任
幼
に
し
て
孤
、
長
し
て
医
を
以
て
業
と
為
し
、
喜
任
字
は
一
文
を
生

む
つ
櫟
斎
と
号
す
。
層
善
く
家
学
を
継
ぐ
。
野
獣
に
従
っ
て
学
ぶ
。
」
と

あ
る
。
文
面
か
ち
察
す
る
と
、
「
是
任
幼
に
し
て
孤
」
の
「
転
任
」
は
、

「
着
任
」
で
な
く
、
「
口
任
」
の
方
が
正
し
い
よ
ヶ
な
気
が
す
る
。
沢
弐

氏
は
、
野
盗
翁
0
嗣
は
是
任
と
い
っ
た
。
晩
年
の
出
癖
あ
っ
売
。
幼
に

し
て
孤
児
と
な
っ
た
け
れ
ど
、
将
翁
の
子
だ
け
あ
み
。
長
じ
て
本
草
医

と
な
り
魏
然
と
し
て
世
に
立
っ
た
。
・
其
の
子
を
喜
任
乏
い
、
つ
た
。
櫟
斎

一
一五

一．



と
号
し
だ
。
矢
張
り
本
草
家
で
名
が
あ
っ
た
し
と
記
し
、
「
喜
任
を
照
任

の
孫
と
レ
て
い
る
。
上
野
氏
は
『
旧
本
博
物
学
史
』
・
の
三
六
九
、
四
六

九
の
各
頁
で
は
ハ
「
孫
］
と
記
し
て
い
る
が
、
，
五
九
二
頁
で
は
「
曾
孫
」

と
し
て
い
る
。
喜
任
の
孫
に
当
る
阿
部
一
三
氏
が
記
し
、
現
在
荒
川
区

東
尾
久
の
阿
部
士
郎
氏
宅
に
残
さ
れ
て
い
る
阿
部
家
σ
系
図
に
よ
る

と
、
’
照
任
の
長
子
が
義
任
、
義
任
の
子
が
義
明
（
後
に
叢
書
）
、
堅
任

の
次
子
が
喜
任
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
．
主
任
は
宮
任
の
曾
孫
と
い
．

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
照
任
の
残
年
が
一
七
五
三
年
で
享
年
八
十
余

丁
な
い
七
は
百
余
歳
、
出
任
の
生
れ
た
年
が
一
八
〇
五
年
で
あ
る
か

ら
、
曾
孫
と
す
る
方
が
年
代
的
に
も
有
力
で
お
ろ
う
。
喜
任
の
作
『
連

珠
詩
格
名
物
斎
鍬
』
に
見
え
る
曾
葉
の
序
文
に
は
、
「
抑
ζ
櫟
斎
為
レ
人
、

自
二
少
年
回
忌
レ
興
二
遠
祖
杉
山
概
算
遺
業
ご
と
あ
る
⑩
「
丹
山
」
は
、
『
先

哲
叢
談
続
編
』
巻
町
に
あ
る
よ
う
に
、
照
任
の
字
で
あ
る
。
「
遠
祖
」

と
い
う
の
は
、
、
「
高
祖
、
曾
祖
以
上
」
で
あ
る
か
ら
、
照
任
は
喜
任
の

祖
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
6
）
　
西
村
宗
七
編
『
恥
卸
広
益
諸
家
人
名
録
』
（
江
戸
　
須
原
屋

佐
助
　
天
保
山
年
刊
）
・
関
根
酔
気
編
・
関
根
正
直
校
『
名
人
忌
辰
録
』

二
巻
（
東
京
　
吉
川
半
七
　
明
治
二
七
年
掛
）
に
よ
る
。

’（

V
）
文
政
庚
評
す
な
わ
ち
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
序
。
刊
本
。
当

館
に
は
二
部
あ
り
、
一
は
、
一
一
〇
一
八
九
、
他
は
白
井
文
庫
本
で
、

特
一
一
山
ハ
〇
五
。
白
井
文
庫
本
に
は
「
自
［
楽
邨
馬
衣
〃
笠
田
図
野
田
」
　
（
衣

笠
豪
谷
）
の
印
が
あ
る
。
野
面
に
「
櫟
斎
阿
部
喜
任
纂
輯
」
と
あ
り
、

目
次
に
は
、
巻
八
女
で
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
刊
行
さ
れ
た
の

「
は
、
巻
一
、
巻
二
の
草
部
だ
け
ら
し
い
。

噛
（
8
）
　
天
保
壬
辰
（
一
八
三
二
）
序
刊
本
。
当
館
白
井
文
庫
本
（
三

一
i
二
九
四
四
V
は
巻
一
の
み
で
あ
る
が
、
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る

と
、
十
巻
で
、
写
本
が
静
嘉
堂
文
庫
に
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
（
9
）
　
巻
頭
の
書
名
は
、
「
救
再
挙
要
」
。
封
面
は
、
「
豊
年
怠
慢
」
。

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
序
刊
本
で
、
本
文
は
二
六
丁
。
当
館
に
は
三
部

あ
る
。
（
二
〇
九
－
三
二
・
特
一
一
二
五
八
一
・
特
一
一
二
六
六
七
）

　
（
0
1
）
　
こ
の
書
は
、
喜
任
の
師
の
岩
崎
常
正
の
『
草
木
育
種
』
の
足

ら
な
い
所
を
補
う
意
味
で
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
言
は
里
馬
す
な
わ

ち
天
保
八
年
（
，
一
八
三
七
）
。
当
館
に
は
三
部
あ
り
、
第
一
．
（
一
四
五

！
一
、
一
）
の
巻
末
の
刊
記
は
天
保
丁
酉
で
あ
る
が
四
第
二
（
一
一
八
－
六

七
）
は
、
巻
末
の
刊
詑
が
文
化
十
五
年
す
な
わ
ち
文
政
元
年
（
一
八
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
）
と
な
っ
て
い
み
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く
、
．
岩
崎
常
正
の
手
に
な
る

『
草
木
育
種
』
の
・
刊
記
が
混
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
は
白
井
文
庫

本
（
特
一
一
七
八
○
）
で
、
明
治
九
年
刊
で
あ
る
。

　
（
1
1
）
　
喜
任
が
馬
照
任
の
旅
行
記
を
も
と
に
、
諸
書
を
参
働
し
て
記

し
、
松
浦
弘
が
校
訂
し
た
も
の
。
二
巻
二
冊
。
安
政
三
年
十
一
月
、
播

磨
屋
勝
五
郎
蔵
板
。
巻
頭
に
ぼ
「
阿
部
旧
任
纂
述
　
松
浦
弘
校
訂
」
と
あ

り
、
序
に
も
「
櫟
斎
阿
部
喜
任
誌
」
と
あ
る
が
、
巻
末
の
刊
記
に
は
「
阿
部

将
翁
著
述
　
松
浦
武
四
郎
校
正
」
と
あ
る
。
（
わ
二
九
一
・
一
－
二
）

　
ま
た
旧
任
ば
、
宋
の
萢
成
大
の
『
梅
圃
・
菊
譜
』
を
、
文
政
十
三
年

（一

ｪ
三
〇
）
に
校
刊
（
当
館
所
蔵
本
隅
一
－
一
八
五
九
）
し
で
い

る
し
、
玉
蘭
斎
（
橋
本
貞
秀
）
画
の
『
万
象
写
真
図
譜
』
（
刊
本
　
一
九

・
丁
　
特
一
一
二
五
八
五
）
の
識
、
，
盤
渓
主
人
の
『
長
楽
花
譜
』
（
文
久
四

年
写
本
　
三
五
丁
　
特
一
「
五
九
）
の
天
保
辛
丑
）
（
一
八
四
，
一
）
の
序

も
記
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
『
巴
豆
考
』
・
『
隠
居
放
言
』
七
巻
と
い
う
．

著
書
も
あ
る
ら
し
い
。

　
（
1
2
）
　
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
刊
本
。
薗
は
服
部
雪
斎
で
、
喜
任
の
．

子
の
為
任
（
碧
海
）
の
住
戸
で
あ
る
。
当
館
蔵
本
（
特
七
－
五
六
三
）
は
伊

一
エハ

［・



藤
文
庫
本
で
、
昭
和
十
四
年
五
月
一
日
の
伊
藤
篤
太
郎
の
識
が
あ
り
、

丹
羽
修
治
の
遺
書
に
よ
っ
て
、
篤
太
郎
が
自
ら
影
写
補
充
し
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。
補
写
の
部
分
は
四
丁
で
、
彩
色
が
な
い
。

、
（
1
3
）
　
白
井
文
庫
蔵
（
特
一
レ
ニ
九
七
〇
）
。
写
本
。
七
三
丁
。
巻

末
に
「
大
正
五
年
三
月
廿
一
日
廿
二
日
ノ
両
日
二
貸
越
白
井
礫
水
廻
」

と
あ
る
。
旧
任
は
こ
の
渡
航
の
際
、
、
一
年
近
く
小
笠
原
に
滞
在
し
、
翌

文
久
三
年
に
帰
国
し
て
い
る
。
上
野
益
三
氏
に
よ
る
と
、
幕
府
は
文
久

元
年
十
二
月
に
も
威
臨
丸
を
小
笠
原
に
派
遣
し
、
そ
の
一
行
に
も
適
任

．
（
櫟
斎
）
は
加
わ
っ
て
い
る
と
い
う
（
『
日
本
博
物
学
史
』
五
八
一
頁
）
。
蝿

頭
の
小
笠
原
諸
島
行
き
に
つ
い
て
は
、
天
理
図
書
館
に
『
南
嘆
行
記
』

層
と
い
う
林
口
樹
筆
の
写
本
が
あ
る
ら
し
い
。
『
天
理
図
書
館
稀
書
月
録

和
漢
書
之
部
　
第
三
』
一
七
七
頁
に
よ
る
と
、
．
上
・
中
二
巻
で
、
下
巻

を
欠
い
て
い
る
ら
し
く
、
櫟
斎
す
な
わ
ち
喜
任
の
著
で
、
子
の
為
任
が

校
訂
し
て
い
る
ら
し
い
。
「
文
久
二
年
小
笠
原
島
行
記
」
と
注
し
て
あ
る

が
、
こ
れ
と
当
館
蔵
の
『
雌
雄
行
詑
』
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
（
4
1
）
　
書
名
に
は
「
将
翁
軒
　
百
千
鳥
」
と
い
う
頭
書
が
付
さ
れ
て

い
る
。
．
写
本
で
二
冊
。
内
容
は
鵡
之
部
一
四
八
種
目
鳩
鵠
頚
一
二
八
・
・

種
、
番
外
三
種
の
解
説
で
、
上
澄
の
末
に
養
法
権
録
四
五
条
が
挿
入
さ

れ
て
い
轟
巻
末
に
、
函
治
二
＋
四
年
＋
二
月
写
ス
但
シ
原
本
ハ

伊
藤
理
学
博
士
ノ
蔵
書
ヲ
借
写
」
と
あ
る
。
こ
め
書
は
東
京
国
立
博
物

館
に
む
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
（
1
5
）
　
別
書
名
は
「
南
溶
血
白
艸
」
。
こ
の
本
と
、
岩
瀬
文
庫
の
目

録
（
四
三
二
頁
）
，
に
見
え
る
「
南
喚
産
物
志
　
一
冊
幽
小
笠
原
植
物
誌

稿
本
写
本
阿
部
櫟
斎
」
と
の
関
係
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
ゆ

こ
の
「
南
喚
産
物
志
」
億
岩
手
憬
立
図
書
館
に
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
．
．

　
（
1
6
）
　
安
倍
為
漢
訳
・
伊
藤
謙
校
補
。
骨
泉
堂
　
明
治
八
年
頃
。
八

巻
三
冊
（
特
三
七
－
五
二
一
）
。
植
物
学
の
概
説
書
で
、
翻
訳
書
ら

し
い
が
、
原
書
名
は
不
明
。

　
八
1
7
）
　
安
倍
喜
任
口
授
・
安
倍
為
任
増
訂
。
明
治
一
一
年
刊
。
二
ご

丁
（
特
一
－
二
一
二
四
四
）
。
蛙
対
策
に
つ
い
て
記
す
。

　
（
1
8
）
　
安
倍
為
書
編
輯
。
・
盟
治
一
二
年
刊
。
二
巻
　
二
冊
（
三
三
九

一
四
七
〇
）
。
い
ろ
は
順
に
農
具
等
を
図
解
。
　
、
　
〆

　
（
1
9
）
　
大
西
伍
一
氏
の
『
老
農
伝
』
（
平
凡
社
「
昭
和
八
年
刊
）
の
田
中

芳
男
の
伝
記
に
億
馬
「
明
治
十
年
に
発
行
し
た
文
部
省
編
纂
博
物
図
教

授
法
は
田
中
訳
・
小
野
職
懇
歎
・
安
倍
自
任
解
と
な
っ
て
い
る
」
ど
記
さ

れ
て
い
る
p
大
正
二
年
五
月
開
催
さ
れ
た
「
田
中
芳
男
君
七
六
記
念
会
」

に
は
、
こ
の
『
博
物
図
教
授
法
』
二
、
三
（
小
野
職
懇
編
．
安
倍
為
任

解
）
が
陳
列
さ
れ
た
ら
し
い
。
大
掴
本
山
林
会
編
集
の
『
田
中
芳
男
君
七

六
展
覧
会
記
念
誌
』
（
大
正
二
年
刊
）
σ
五
一
頁
に
そ
の
名
が
見
、
遷
る
。

　
（
2
0
）
　
「
新
旧
時
代
」
第
二
年
第
七
冊
（
大
正
十
五
年
十
月
一
月
）
の
三

八
頁
に
、
「
英
文
典
ヲ
最
初
翻
訳
ナ
シ
タ
ル
阿
部
友
之
進
些
些
云
々
」
と

、
い
う
記
事
が
あ
る
0
で
、
こ
の
「
友
之
進
」
は
為
任
で
は
な
く
て
、
，
勝
任
噛

と
い
う
人
物
か
も
知
れ
な
い
。
上
野
氏
は
為
任
の
残
年
を
明
治
五
年
と

・
し
て
い
る
が
（
『
日
本
博
物
学
史
』
、
五
九
七
頁
）
、
為
任
は
前
述
の
と
お

り
、
明
治
八
年
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
数
冊
庵
本
を
出
↓
て
い
る
か
ら

．
、
こ
れ
は
疑
わ
し
い
。
阿
部
家
の
当
主
士
郎
氏
に
よ
れ
ぽ
、
菩
提
寺
梅
林

寺
の
過
去
帳
に
は
、
為
任
の
生
年
は
弘
化
二
年
四
月
九
目
、
残
年
は
明

治
二
十
六
年
十
一
月
十
二
日
と
記
さ
れ
て
い
み
と
い
う
。
廉
た
荒
木
氏
，

の
前
掲
書
一
八
八
頁
に
は
、
，
阿
部
友
之
進
の
著
書
ど
し
て
肉
『
英
学
捷

径
七
ツ
以
呂
波
』
（
慶
応
三
年
　
巴
蕾
園
蔵
梓
）
を
あ
げ
、
そ
の
書
の
」
タ

イ
ト
ル
に
は
”
「
碧
海
」
阿
部
為
任
著
”
．
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
（
な
か
だ
・
よ
七
の
ぶ
・
支
部
上
野
図
書
館
長
）

三宅【




